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本小児神経学会.2005年5月,熊 本
12)大 場志保子,今 井克美,柳 原恵子,青 天目信,神 尾範








信,沖 永剛志,荒 井 洋,永 井利三郎,大 薗恵一 髄
液糖低値を示すグルコース輸送担体1(Glut-1)異 常症
の検討 神経症状について 第47回 日本小児神経学会.
2005年5月,熊 本
14)神 尾範子,今 井克美,柳 原恵子,大 場志保子,青 天目
信,沖 永剛志,永 井利三郎,大 薗恵一 髄液糖低値を
示すグルコース輸送担体1(Glut-1)異 常症てんかんの
検討第47回 日本小児神経学会,2005年5月,熊 本
15)今 井克美,柳 原恵子,大 場志保子,神 尾範子,青 天目
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恵一,永 井利三郎 髄液糖低値 を示すグルコース輸
送担体1(Glut-1)異 常症4.神 経放射線学的検討 第
47回 日本小児神経学会.2005年5月,熊 本
16)柳 原恵子,山 田 穣,柳 原 格,神 尾範子,大 場志保子,
青天目信,沖 永剛志,永 井利三郎,鈴 木保宏,田 中里
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子,下 野九理子,沖 永剛志,鈴 木保宏,二 宮宏智,加
藤天美,大 薗恵一,永 井利三郎2歳 未満発症の側頭
葉てんかん(外 科治療施行例の検討)第39回 日本てん
かん学会.2005年10月,旭 川
19)柳 原恵子,神 尾範子,大 場志保子,青 天目信,沖 永剛
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「要介護1」 認定者への調査報告書一茨木市における
平成16年 度初回調査の概要一,2005
5)和	泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一大阪狭山市にお
ける平成16年 度初回調査の概要一,2005
6)和	泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一貝塚市における
平成16年 度初回調査の概要一,2005
7)和	泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一門真市における
平成16年 度初回調査の概要一,2005
8)和	泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一河南町における
平成16年 度初回調査の概要一,2005
9)和	泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一河内長野市にお
ける平成16年 度初回調査の概要一,2005
10)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一岸和田市におけ
る平成16年 度初回調査の概要一,2005
11)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一摂津市における
平成16年 度初回調査の概要一,2005
12)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一泉南市における
平成16年 度初回調査の概要一,2005
13)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一太子町における
平成16年 度初回調査の概要一,2005
14)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一高石市における
平成16年 度初回調査の概要一,2005
15)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一田尻町における
平成16年 度初回調査の概要一,2005
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17)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一豊中市における
平成16年 度初回調査の概要一,2005
18)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一豊能町における
平成16年 度初回調査の概要一,2005




,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一羽曳野市におけ
る平成16年 度初回調査の概要一,2005
21)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一阪南市における
平成16年 度初回調査の概要一,2005
22)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一岬町における平
成16年 度初回調査の概要一,2005
23)和 泉京子,阿 曽洋子,福 島俊也 要介護認定 「要支援」・
「要介護1」 認定者への調査報告書一箕面市における
平成16年 度初回調査の概要一,2005




25)瀬 尾菜奈枝:若 年者 におけるエコノミークラス症候群
のリスク把握 下肢の血流動態の把握 とそれに影響す
る要因の検討.(研 究指導;伊 藤美樹子)課 外研究奨
励費報告書,平 成16年 度,大 阪大学,(80-94頁)
26)三 上 洋,伊 藤美樹子,杉 浦圭子,九 津見雅美,大 角
和,丸 谷裕子 「東大阪市居宅介護サー ビスの利用に関
するアンケー ト調査」報告書2005年3月
27)三 上 洋,有 馬志津子,杉 浦圭子,九 津見雅美,大 角
和,丸 谷裕子 大学におけるたばこ対策とその評価に
関する研究2005年3月
28)上 原ます子,中 村由美子,柳 生敏子,青 木菜穂子,立
部 巴,小 林孝子,尾 ノ井美由紀,吉 川久美子,大 瀧
貴子,吉 原 彩,上 田裕子,村 田由美子入院か ら在宅
療養への移行支援の構築に関する研究
29)尾 ノ井美由紀,吉 原 彩,大 瀧貴子,小 林孝子,上 田
裕子,中 村裕美子,村 田由美子 入院から在宅療養へ
の移行支援のプロセスとアウ トカム 第8回 日本地域
看護学会2005年6月,豊 田市
30)今 野富士子,森 國悦,吉 井 ひろみ,西 尾久子,佐 藤拓
代,尾 ノ井美 由紀,北 村 明彦,島 本喬 東大 阪市 にお
ける脳卒 中予 防研究 一(第3報)低 コ レステ ロー ル血




















33)前 田知穂,林 知里,西 原玲子,尾 ノ井美 由紀,早 川和
生 双生児 間の始語 の差 に関す る研究 一発生要 因 と性
格 形成への影響 につ いて 一 第25回 看護科学 学会 学
術集 会2005年11月,青 森市
34)尾 ノ井 美 由紀,前 田知穂,林 知里,西 原玲子,早 川和
生 双生児 にお ける始語 の時期の研究 一関連要 因と性
格形成 への影響 一 日本双生児研 究学会第20回 学術
講演会2006年1月,和 光 市
35)菊 池宏 幸,蔡 陽平,門 田憲亮,加 藤憲 司,長 尾江里子,
尾 ノ井美 由紀,早 川和生 高齢双生児2,500組 のコホ
ー ト調査:(第1報)寿 命の同胞間差異 の分 析 日本双
生児研究学会 第20回 学術講演会2006年1月,和
光市
36)菊 池宏幸,蔡 陽平,門 田憲亮,加 藤憲司,長 尾江 里子,
尾 ノ井美 由紀,早 川和生 高齢双生児2,500組 のコ
ホー ト調査:(第2報)死 因の同胞 間差異 の分析 日本
双生児研究学会 第20回 学術講演 会2006年1月,
和 光市
5.解 説 ・総説
1)小	笠 原 知 枝 看 護 診 断 と は ブ レー ンナ ー シ ン グ
2005年21巻1号26-31頁
2)大	野 ゆ う子 療養 デザ イ ンが な い病 院 でス タ ッフ も
右往 左往 医療 と社会2005年14巻4号33-45頁
3)宮	嶋正子,阿 曽洋子 ター ミナル期 の リス クアセス メ
ン トに何 を用 いるかEBNURSINGVb1.5No.4
2005年22-27頁 中山書店
4)阿	曽洋子 大学 と臨床 との融合が どの ように看 護基 礎









6)植	松清美,荒 木田美香子,巽 あさみ ノミナル ・グル
ープ ・プロセスを活用した職場のメンタルヘルス対策
労働の科学2005年




治療薬 ハー トナー シング2005年18巻2号
190-196頁








育の実際 中村正雄,足 立知子監修,母 と子の健康教
育一妊産婦の保健相談 ・子育て支援一2005年34-36
頁 ライフ ・サイエンス ・センター
2)尾	ノ井美由紀,荒 木田美香子 これからの母子保健活
動,中 村正雄,足 立知子監修,母 と子の健康教育一妊産
婦の保健相談 ・子育て支援一,2005年73-76頁 ラ
イフ ・サイエンス ・センター








1)小 笠原知枝 患者主体のター ミナルケア メンタル
ケア選書5看 護 と介護 井上未子,小 笠原知枝
2005年41-72頁 メンタルケア協会
2)小 笠原知枝 心のケアリング メンタルケア論2石
原明,井 上宏,大 橋英寿,小 笠原知枝,小 島秀夫他
2005年105-124頁 メンタルケア協会
3)大	野ゆう子,他 編 最新医学大辞典(第3版)後 藤稠
編集代表2005年 医歯薬出版
4)日	野原重明,井村裕夫監修 武田雅俊編集 武田雅俊,
篠崎和弘,西 川隆,阿 曽洋子他著 看護のための最新
医学講座第2版 第13巻 認知症2005年12月349-357
頁 中山書店
5)矢 野祐美子 編入学を目指す人へ2006年 度全国助
産師 ・保健師学校入試問題集2005年14-17頁 メデ
ィカ出版










健康教育 及川郁子監修 新版小児看護叢書1.健 康
な子どもの看護2005年332-352頁メヂカルフレ
ン ド社
2)白	井文恵 土肥義胤 スタンダー ド微生物学 土肥義




1)阿	曽洋子 招聘講演 病院における地域医療 ・看護へ
の連携 第2回 日本褥瘡学会九州地方会,2005年5月,
福岡市
2)阿 曽洋子 招聘講演 実践現場に問われている看護の
研究倫理 神戸看護研修センター研修会2005年7月
神戸市
3)阿	曽洋子 招聘講演 創傷ケアと地域医療 ・看護との
連携 第7回 日本褥瘡学会学術集会,2005年8月,横
浜市
4)阿 曽洋子 招聘講演 エビデンスに基づく看護実践
南和歌山医療センター研修会,2005年10月 和歌山
県
5)白 井文恵,平 山幸雄,土 肥義胤 肺結核患者の末梢血
単球のBCG菌 貪食がIP-10産 生に及ぼす影響 第78
回 日本細菌学会総会2005年4月 東京
6)荒 木 田美香子 産業看護活動における労働者の健康
情報の保護 第52回 日本産業衛生学会近畿地方会シ
ンポジウム2005年5月 大阪市










9)荒	木田美香子,西 森理恵 看護 ・介護職場における腰
痛予防における作業方法の検討をすすめるために 第
15回 産業医 ・産業看護全国協議会,2005年10月 広
島市
10)荒 木田美香子 養護教諭の資質向上を目指 したモデ





iv学 会 一 般 演 題














































































































































1)宇	野真由美,小 笠原知枝,高 橋育代,片 山由加里 静
脈注射実施過程における指差呼称の効果 第31回 日
本看護研究学会.2005年7月,札 幌市
2)長	谷川智子,田 邊美智子,大 北美恵子,橘 幸子,小 笠
原知枝,久 米弥寿子,高 橋育代,岡 崎寿美子 古橋洋
子,山 本裕子 看護診断ラベルの関連因子と看護 目標
から評価した診断の正確性と難易度の検討 第11回
日本看護診断学会学術大会.2005年7月,横 浜
3)山 本裕子,小 笠原知枝,久 米弥寿子,高 橋育代,岡 崎
寿美子,古 橋洋子,長 谷川智子 糖尿病看護領域にお
ける看護診断と看護介入 第11回 日本看護診断学会
学術大会.2005年7月,横 浜
4)前	川恭子,坂 下智珠子,猪 又克子,岡 崎寿美子,小 笠
原知枝,久 米弥寿子,高 橋育代,田 邊美智子,長 谷州
智子,山 本裕子,古 橋洋子 消化器外科術患者におけ
る看護診断ラベル ・診断指標 ・介入の実態 第11回 日
本看護診断学会学術大会.2005年7月,横 浜




6)笠 原聡子,山 野園子,阪 倉直子,大 野ゆう子 高齢者
の階段下降時における視点移動の特徴 生体医工学シ
ンポジウム2005.2005年9月,吹 田市





8)三	輪のり子,中 村隆,成 瀬優知,大 江洋介,大 野ゆう
子 日本の脳卒中死亡数の2050年 までの将来推計
第64回 日本公衆衛生学会総会.2005年9月,札 幌市




10)太	田垣尚子,大 野ゆう子,伊 藤ゆり,鈴 木珠美,八 尾




11)徳 田恵,前 田有希,笠 原聡子,大 野ゆう子,沼 崎穂高,
浦梨枝子 いい看護観察とは～酸素療法中の患者に対
する看護学生の注視点分析よ り～ 第64回 日本公衆
衛生学会総会.2005年9月,札 幌市












15)木 村容子,大 野ゆう子,雑 賀公美子,伊 藤ゆり,八 尾
正之,立花直子,大 倉睦美,嶋 本喬RLS(RestlessLegs
Syndrome)と フェリチン値の検討 第64回 日本公衆
衛生学会総会.2005年9月,札 幌市
16)越 野八重美,大 野ゆう子,吉 田正樹 三次元動作解析
による熟練者と非熟練者の介助動作の比較 第64回
日本公衆衛生学会総会.2005年9月,札 幌市
17)越 野八恵美,大 野 ゆう子,橋 本 雅至,吉 田 正樹 三
次元動作解析による介助動作の定量的評価 生体医工
学シンポジウム2005.2005年9月,吹 田市
18)横 内 光子,大 野 ゆう子,笠 原 聡子,沼 崎 穂高,石
井 豊恵 作業スケジュー リングからみた看護業務属
性の検討 生体医工学シンポジウム2005.2005年9
月,吹 田市
19)酒 井真紀,阿 曽洋子,矢 野祐美子 全身清拭における
看護師の作業域か らみた筋負荷 日本人間工学会第
13回 システム連合大会2005年3月 東京都
20)岡 みゆき,阿 曽洋子,伊 部亜希,徳 重あつ子,片 山恵,




21)徳 重あつ子,阿 曽洋子,伊 部亜希,岡 みゆき,片 山恵,
高田幸恵,前 田知穂,矢 野祐美子 脳波からみた坐位
姿勢援助の有効性に関する基礎的研究 一パイ ロット









23)徳 重あつ子,阿 曽洋子,伊 部亜希,岡 みゆき,片 山恵,
矢野祐美子 坐位姿勢の脳活性への有効性 に関する
基礎的研究 一前頭葉の脳波分析か ら一 第26回 日本
バイオメカニズム学術講演会2005年10月 栃木県
大田原市
24)山 本美輪,和 泉京子,阿 曽洋子 介護保険における 「要
支援」・「要介護1」 の後期高齢者のADL・IADLの 実
態 第25回 日本看護科学学会2005年11月 青
森市




26)荒 木田美香子,林 真由美,白 井文恵,片 桐和枝 テレ
ビゲームが中学生の対人関係に与える影響 第52回
日本学校保健学会2005年10月 仙台市
27)林 真由美,荒 木田美香子,笠 島亜理沙,白 井文恵 中
学生のピアエデュケーションによる性教育の効果 第
52回 日本学校保健学会2005年10月 仙台市
28)笠 島亜理沙,白 井文恵,荒 木田美香子 食育における
養護教諭と学校栄養職員の連携状況 とその推進要因
第7回 日本地域看護学会2005年6月 豊田市
29)荒 木田美香子,飯 田澄美子,津 島ひろ江,石 原昌江 ワ
ークショップ:養 護教諭1種 の養成課程を持つ看護系
大学の課題 と対応 シラバスの調査か ら 第7回 日本
地域看護学会2005年6月 豊田市
30)荒 木田美香子,植 松清美,巽 あさみ,村 田淳子 ノミ
ナル ・グループ ・プロセスによる話し合いを取 り入れ
た職場のメンタルヘルスの取り組み(第1報)管 理職
を対象 とした話 し合いか ら 第78回 産業衛生学会
2005年4月 東京(港 区)
31)植 松清美,荒 木田美香子,巽 あさみ,村 田淳子 ノミ
ナル ・グループ ・プロセスによる話し合いを取り入れ
た職場のメンタルヘルスの取り組み 製造業の職場で
の実践から 第78回 産業衛生学会 東京(港 区)2005
年4月 東京(港 区)
32)村 田淳子,荒 木田美香子 ヘルスリテラシー と生活習
慣・健康診断結果の関連性の検討 第78回 産業衛生学
会2005年4月 東京(港 区)




34)溝 田友里,井 上洋士,山 崎喜比古,清 水(丸 山)由 香,
伊藤美樹子,関 由起子,若 林チヒロ,渡 辺(楠 永)敏




35)九 津見雅美,伊 藤美樹子,三 上洋 介護保険制度にお
ける居宅介護サービス利用者の意向および要望.第31
回日本保健医療社会学会大会(熊 本市),2005,5








38)伊 藤美樹子,北 山朋美,小 野木麻里,京 田薫 麻疹 と
風疹の予防接種率と地域特性.第64回 日本公衆衛生学
会 札幌市,2005.9
39)大 角和,三 上洋 介護保険利用下の要介護者が在宅生
活を継続できた要因の検討 第64回 日本公衆衛生学
会,札 幌市2005.9
40)小 野木麻里,北 山朋美,三 上洋,伊 藤美樹子3歳 児
健康診査における問診票の全国調査.第64回 日本公衆
衛生学会総会 札幌市,2005.9




42)文 鐘聲,三 上洋 地域高齢者の主観的健康感を規定す
る要因に関する比較研究一 日本人と在 日韓国 ・朝鮮人
第64回 日本公衆衛生学会 札幌市,2005.9
43)山 北順子,三 上洋 資料検索による地区組織活動にお
ける看護職者の抱える問題点 第64回 日本公衆衛生
学会 札幌市,2005.9





の実施と評価 第64回 日本公衆衛生学会 札幌市, 
2005.9

45)井 上洋士,江 口依里,濱 松渓子,九 津見雅美,山 崎喜
比古,溝 田友里,伊 藤美樹子,清 水由香,清 水準一,
大平勝美,後 藤智巳,小 山昇孝,藤 原良次 薬害HIV
感染被害者(患 者 ・家族)の 生活実態調査 第1報:
調査概要と健康状態 ・医療.第64回 日本公衆衛生学会
札幌市,2005.9・
46)江 口依里,井 上洋士,濱 松渓子,九 津見雅美,伊 藤美
樹子,山 崎喜比古,清 水由香,溝 田友里,的 場智子,
望月美栄子,大 平勝美,後 藤智巳,小 山昇孝,藤 原良
次 薬害HIV感 染被害者(患 者 ・家族)の 生活実態調
査 第2報:患 者の捉えるスティグマと影響.第64
回日本公衆衛生学会 札幌市,2005.9
47)濱 松渓子,井 上洋士,江 口依里,九 津見雅美,伊 藤美
樹子,山 崎喜比古,溝 田友里,清 水由香,若 林チヒロ,
渡辺敏恵,大 平勝美,後 藤智巳,小 山昇孝,藤 原良次
薬害HIV感 染被害者(患 者・家族)の 生活実態調査 第
3報:就 職 ・就労の継続における困難.第64回 日本公
衆衛生学会 札幌市,2005.9
48)九 津見雅美,井 上洋士,江 口依里,濱 松渓子,山 崎喜
比古,溝 田友里,伊 藤美樹子,清 水由香,服 部いつみ,
八巻知香子,星 野周也,大 平勝美,後 藤智巳,小 山昇





をめ ぐる春護の取 り組み 第53回 日本心臓病学会
2005年9月 大阪市




51)岸 田利香,伊 藤美樹子 病棟看護師の経験年数別にみ
たキャリア継続意向と職業満足度。第25回 日本看護科
学学会学術集会(青 森市),2005.11
52)九 津見雅美,三 上洋 介護老人保健施設における認知
症者の特徴 第16回 日本老年医学会近畿地方会 大
阪市2005.11
53)文 鐘聲,三 上洋 地域在住高齢者の転倒に関連する要
因の検討 第16回 日本老年医学会近畿地方会 大阪
市2005.11
54)溝 田友里,井 上洋二,山 崎喜比古,清 水由香,伊 藤美
樹子,関 由起子,若 林チヒロ,的 場智子,八 巻知香子,
大平勝美,小 山昇孝,後 藤智巳,森 戸克則 薬害HIV
感染被害者への面接調査 第1報:生 存患者からの聞
きとり.第19回 日本エイズ学会学術集会(熊 本市), 
2005.12
55)井 上洋二,溝 田友里,山 崎喜比古,清 水(丸 山)由 香,
伊藤美樹子,江 口依里,関 由起子,若 林チヒロ,的 場
智子,八 巻(木 村)知 香子,大 平勝美,小 山昇孝,後
藤智巳,森 戸克則 薬害HIV感 染被害者への面接調査
第2報:家 族からの聞きとり.第19回 日本エイズ学会
学術集会(熊 本市),2005.12
56)瀬 尾菜奈枝,伊 藤美樹子,門 田憲亮,林 知里 若年者
における体位別にみた下肢静脈 うっ滞の検討.第12
回医用近赤外線分光法研究会(大 阪市),2005.12
57)白 井文恵,平 山幸雄,土 肥義胤 肺結核患者の末梢血





る要因の検討.(研 究指導;伊 藤美樹子),課 外研究奨
励費報告,い ちょう祭,大 阪大学,2005.5









ける運営評価方法の研究,大 野ゆう子(代 表),稲 邑
清成,門 田守人,武 田裕,手 島昭樹,笠 原聡子 科学
研究費補助金,基 盤研究B,2005年
2)看	護技術提供時の動作分析による作業効率性の評価 と
看護経済性の指標の開発,阿 曽洋子(代 表),小 笠原
知枝,三 上洋,東 照正,久 米弥寿子,矢 野祐美子,高













膚機能との関係一 阿曽洋子,矢 野祐美子,細 見明代,
伊部亜希,石 澤美保子,片 山恵,宮 嶋正子 大阪難病
研究財団平成17年 度医学研究助成2005年
6)臨	床実習連動型シミュレーション集中 トレーニング法
による面接教育プログラムの開発,久 米弥寿子(代 表) ,


















11)岡 田加奈子,荒 木田美香子,徳 山美智子 養護診断の
開発 文部科学省研究費補助金(基 盤研究C)(2005
年)180万 円2005-2006年
12)有 馬志津子 文部科学省研究費補助金(若 手研究B)
180万(2005年)2005-2006年
13)早 川和生 乳幼児期におけるTwin-Language(宇 宙語)
現象の発生メカニズムの解明,情 報通信研究機構基礎
先端部門脳情報グループとの共同研究






16)中 村裕美子,小 林孝子,大 瀧貴子,吉 原 彩,尾 ノ井




1)梅	田英子,藤 村 まゆみ,山 口佐代子,大 雲千春,平 林




1)谷	浦葉子,越 村利恵,福 岡富子 個人を尊重したキャ
リア開発プログラムの構築一看護部キャリア開発セン
ターの設置一 看護展望2005年30巻2号39-45頁




3)小 谷牧子,隅 陽子,中 井祥子,湯 村佳奈子,東 根華子,
行政美佳,三 木梨沙,野 村幸子,藤 原千惠子 わが子
の熱性けいれんを体験 した親の気持ちと対応 大阪大
学看護学雑誌 第11巻 第1号18-23頁
4)平	尾幸美,松 本晴美,浪 下和子 ドレナージ管理Do!
ブレインナーシング2005年 第21巻 第5号39-45頁
メディカ出版




















助,89-96:鈴 木志津枝,内 布敦子編集,緩 和 ・ターミ
ナル期看護論,ヌ ーベルヒロカワ
11)田 墨惠 子 外来化 学療法 を受 け る人へ の看 護,
398-403:鈴 木志津枝,藤 田佐和編集,慢 性期看護論,
ヌーベルヒロカワ
12)田 墨恵子 専門看護師の今 「外来での活動(外 来化学
療法)」,臨 床看護31(11),1599-1604
13)水 谷綾子 手術をスムーズにする看護 オペナーシン
グVb1.20No..867-71頁




15)松 田未央,長 岡淳子,田 中春美 早期頻回授乳が母乳
哺育に及ぼす影響 大阪母性衛生学会雑誌 第41巻1
号95頁
16)木 村直美,長 岡淳子,田 中春美 妊婦の出産準備行動
に対する取り組み状況 と取 り組みを阻害する要因 大
阪母性衛生学会雑誌 第41巻1号101頁
3.学 会発表
1)七 田真美,永 松彩子,井 口和江,野 口成子,前 田正美
生体腎移植 ドナーの精神的援助に向けた ドナーアンケ
ー ト・ドナーチェックリス トの使用を試みて 第38
回腎移植学術集会
2)原 田雅子 食道がん手術患者が術後 に抱く術前の認P
と実際の術後状態 とのギャップ 第19回 日本がん看
護学術集会
3)松	田未央,長 岡淳子,田 中春美 早期頻回授乳が母乳
哺育に及ぼす影響 第43回 大阪母性衛生学会
4)長	岡淳子,河 村有亜,田 中春美,今 田恭子,吉 岡キヨ
子 当院での周産期におけるDV被 害者への取 り組み
第19回 日本助産学会
5)木 村直美,長 岡淳子,田 中春美 妊婦の出産準備行動
に対する取 り組み状況と取 り組みを阻害する要因 第
43回 大阪母性衛生学会










る検討 第9回CCM輸 液 ・栄養研究会
10)東 村昌代,川 地文子,上 田博美 耳鼻咽喉科病棟 にお
ける吸引カテーテル管理及び手技の実態調査 第5回
日本感染看護学会学術集会
11)東 村昌代,上 田博美 吸引カテーテルシングルユース
による経済効果の検証 第20回 日本環境感染学会




14)藤 原優子 大阪大学医学部附属病院糖尿病ケア ・看護
外来の活動と糖尿病ケアチームのあり方 第1回 近畿
チーム医療研究会
15)新 開祐幸,京 力深穂 独 自の危機介入の手引きを用
いた初療待機中の家族援助の検討 第8回 日本臨床
救急医学会
16)後 藤美紀,京 力深穂 侵襲にともなう腸内有機酸濃
度の変化 第28回 日本栄養アセスメント研究会
17)福 井良子 外傷性脳損傷者の主介護者にとってのソ
ーシャルサポー ト 第31回 日本看護研究学会学術集
会




20)冨 永貴子,山 下忍,福 田美保,京 力深穂 挿管 日数
と体重増加の褥瘡発生との関係 第7回 日本褥瘡学
会学術集会

















26)天 野裕子,前 田正美,井 口和江 術後,回 復室入室
中患者が不快 と感 じる病床環境一物理的環境因子に
焦点を当てて一 第36回 日本看護学会(看 護総合)
27)寺 田好美,谷 口貴子,井 口和江,前 田正美,高 尾徹
也,辻 村 晃,奥 山明彦 尿道的手術後の尿道カテ
ーテル留置に伴う膀胱刺激症状に対する音楽の効果
第18回 日本老年泌尿器科学会




29)橋 爪淳子,長 岡淳子,田 中春美 分娩後の早期離床
に影響を及ぼす要因 第46回 日本母性衛生学会
30)矢 田奈美子,下 屋浩一郎,東 田有加,河 村有亜,長
岡淳子,田 中春美,今 田恭子,吉 岡キヨ子,村 田雄
二 産科外 来にお ける妊産婦 に対す るDomestic
violence(DV)に 対する取 り組み(第2報)第46
回日本母性衛生学会




32)鈴 木 尚代,井 口 和江 監査回数別にみた看護経過
記録における記録監査の効果 第36回 日本看護学会
(看護管理)
33)小 川 馨,堂 野恵三,梅 下浩司,丸 橋繁,斉 藤美紀
子,久 保田香,門 田守人 急性肝不全患者の往診
時のレシピエントコーディネーターの役割 第41回
日本移植学会
34)斉 藤美紀子,小 川馨,久 保田香,福 嶌教偉,門 田守
人 ドナーコーディネーターとレシピエントコーデ
ィネーターの関わり 第41回 日本移植学会
35)甲 斐美貴子,竹 内佳織,人 見裕子,松 本啓子 在宅
における高齢者の役割の意味7高 齢者の聞き取 り調
査から一 第36回 日本看護学会(地 域看護)
36)岡 本友紀 患者への傾聴に対する看護師の認識 第
36回 日本看護学会(看 護管理)



















43)越 村利恵 医師によるイ ンフォーム ド・コンセ ン ト
における看護師の役割 第31回 日本看護研究学会
44)梅 田英子,藤 村 まゆみ,平 林高子,河 上智香,藤 原
千恵子 小児がんの子 どもを持つ両親のソーシャル













49)入 江由美子,田 墨惠子他 大学病院における緩和ケ
アチームによるコンサルテーションの実態 第10回
緩和医療学会総会













法の検討 一カラースケールを作成 して一 第53回 日
本心臓病学会学術集会
55)大 村優華 子 どもの事故の状況とその防止策につい
ての検討一1歳 半の保護者へのアンケー ト調査か ら
一 第52回 日本小児保健学会
56)小 林恭子 生体膵 ・腎同時移植 ドナーへの看護一看
護診断を通して一第8回 近畿膵移植検討会




58)久 保田香,斉 藤美紀子,小 川馨,福 嶌教偉,松 宮護


















6)蔭 山愛子HLA不 適合造血幹細胞移植後の ドライア
イ自覚症状 と急性GVHDグ	 レー ドとの関連性調査
(クリーン病棟)
7)鳥	谷梨絵 外泊時の家事動作が乳癌術後患者の患側上




師の認識(放 射線科 ・麻酔科 ・神経科精神科 ・神経内
科脳卒中科 ・皮膚科 ・内科共通 ・外科共通病棟)
9)近	藤真由 がん再発患者における患者基ih情報の活用
の現状 一プライマリ患者 と日々受け持ち患者の情報収
集の比較 一(乳 腺内分泌外科 ・形成外科病棟)
10)南 薫 造血幹細胞移植患者の味覚障害に対する看護
師の注 目度 と看護介入の現状(ク リーン病棟)





13)池 尻 朋 統一化された口腔ケアシステムの取 り組み
一看護師が被験者でのナースの意識および口腔状態の
変化を探る一(神 経内科 ・脳卒中科,皮 膚科病棟)







17)松 久通子 神経内科病棟におけるFIMを 用いた機能的
自立度評価 の有用性(神 経内科 ・脳卒中科病棟)









22)細 木とも子 ターミナル期看護に携わる看護師のス ト
レスとコー ピングの現状(呼 吸器内科 ・老年高血圧内
科)
23)七 田真美 アロマセラピーによる看護師のス トレス軽
減効果の検証(泌 尿器科病棟)




























保 健 学 修 士 論 文
氏 名 論 文 題 目 指導教員






























茎 望 棄 美 妊娠時の禁煙行動に関連する要因の検討一尿中ニコチン測定による喫煙状況判定法の確立一 大橋教授
久 霖 魯 崔 保育園児の小児救急受診状況と母親の満足度に関連する要因の検討 永井教授







ス トレッサー ・ス トレス認知の育児に対する肯定的側面
一うつ病 リスクのない母親の検討から一 大橋教授
檍 董 溺 手 仰臥位から坐位への姿勢変化がもたらす脳活性への有効性の研究一脳波と近赤外線測定装置による脳活性の分析か ら一 阿曽教授














































長野県にお ける入院患者率 と介護保険認定者 率を用いた市 町村別



































保 健 学 博 士 論 文
氏 名 博 士 論 文 題 目 学位 指導教員






サ ト RelationshipAmongTwinLanguage,Twins'BondandSocial 保健学 早川教授
Competence
藤 由 著 斐	 人工股 関節患者 にお ける手術前後 のQualityoflifeに 関す る研究看護学 牧本教授










示 霖 藁 手 乳幼児期における双生児の言語学習能力の評価 保健学 三上教授
腎不全患者の動静脈瘻造設後の局所運動による血管育成に関す薪 蓉 慧 手	 る研究 看護学 城戸教授
オオ ノ カ オ リ 都市超高齢地域で生活する高齢者の栄養実態に関する研究









看護業務スケジュー リング分析に関する研究 看護学 大野教授
カタ ヤマ ユ カ リ










コ がんの外科手術の技術集積性に関する研究 保健学 大野教授 
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